
  水泳学習の時期になりました。例年のことですが水泳学習の時期と梅雨

の時期が重なり、特に６月は雨降りや肌寒い日が続いて水泳学習が実施で

きないことが多くなりがちです。プール開きに向け準備を進めていきまし

たが、プール学習初日の６月１２日は、あいにくの空模様により実施でき

ませんでした。校門ではプールバッグを手に登校する児童を多く見かけ、

切ない気持ちになりました。特に６年生は、クラスごとに１時間ずつプー

ルサイドや手洗い場、溝などの掃除を行い、プールにきれいな水が入っていく様子を間近に見て

いただけに、とても残念な思いをしたことでしょう。 

昨年度は、新型コロナウイルスの感染拡大を考慮してプールに入

る人数を少なくする必要があったので、学級ごとに水泳学習を行い

ました。今年度はコロナ禍以前のように学年ごとにプールに入る形

に戻しています。学年全員でプールに入るのは実に４年ぶりです。

学年の担任が協力し複数で子どもたちを見守り指導

することができますし、２時限ずつ続けて水泳の時間が取れるため、昨年より水泳指

導に時間をかけることができます。泳ぐ機会が極端に少なかったブランクはありま

すが、子どもたちの泳力を少しでも伸ばしていきたいです。 

５月から６月は校外学習の時期です。台風の

影響で４年生は延期になりましたが、その他の

学年は、無事に終えることができました。 

４年生は、台風２号の接近に伴う気象警報に

より中止、６月２９日に延期となりました。あ

の日は午前７時の時点で警報が発表されていな

かったのですが、近隣府県の状況や気象情報を

もとに中止

を決めたも

のの、バス会社に発車を止めてもらい、延期が可能か目星をつ

ける手配のため「すぐーる」でのお知らせまでに時間がかかり

ました。そのため、登校後に中止・延期を知った４年生もいました。

次回、天候に恵まれることを祈っています。 

学年 実施日 行き先 

１年 ５月１６日（火） 公園めぐり 

２年 ５月２６日（金） 奈良公園、東大寺 

３年 ５月 ６日（火） 
給食センター 

生駒山上遊園地 

４年 ６月２９日（木） 
竜田川浄化センター 

関西メタルワーク 

５年 
６月 ８日（木） 

～９日（金） 

生駒山麓公園 

野外活動センター 

６年 ６月１３日（火） 明日香方面 
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５年生は生駒山麓公園での野外活動でし

た。 

４年ぶりに１泊２日で実施できました。野外活動１日目、大き

な荷物を持って登校する５年生の姿を見て、６年生の子どもたち

がとても羨ましがっていました。１日目は雨のために、キャンプ

ファイヤーが屋内でキャンドルファイヤーに変更になりました

が、その他のプログラムはすべて晴れプログラムで実施することができました。野外活動は、班活

動が多く班の仲間と協力しながら自分たちで気づき考え実行する力が必要です。アスレチックやオ

リエンテーリングでは、「大丈夫？」「気を付けて。」「待ったれよ。」「ありがとう。」など、班の仲間

を気遣う言葉がけや態度が随所に見られました。キャンドルファイヤーでは、活動班ごとに準備と

練習をしてきた劇などのスタンツを披露して、応援に駆け付けた他学年の教員からも、「なかなか

みんな芸達者。」「工夫しているね。」「笑いの雰囲気を作り出しているのがすごいな。」と感心する

声が聞かれました。出発式で、「『野外活動を終えて、リーダーらしくなったなあ』と言われるよう

やくそくを守って、かんがえて、互いのつながりをつくって、２日間を過ごしましょう。」と校

長から話をしましたが、これから５年生の高学年としての活躍が楽しみになってきます。 

 

 

５月３１日に日本赤十字社から講師を招聘し、教職員の研修として、人工呼吸・心肺蘇生などの

救急救命講習を行いました。訓練用の人形を相手に、小題の「大丈夫ですか」のセリフを言いなが

ら、胸部圧迫（いわゆる心臓マッサージ）や人工呼吸を実際にやっていきます。６つのグループに

分かれて全員が体験をします。AEDのデモ機を用いてその使い方も学びました。この研修は、水泳

指導が始まる前に、毎年繰り返し行っている研修です。子どもたちが楽しみにしている水泳学習で

すが、水泳には、命に関わる重大事故にもつながりかねない危険も伴

っています。水泳指導のための安全管理はもちろんのこと、万が一に

備えた取組が欠かせません。この日学んだことが、役立てられるよう

な事態が起こらないようにと願いつつ、「１、２、３、４…」と額に汗

して人形の胸部に両腕を立てて押し続ける先生たちなのでした。 


